












はじめに 

 肢体不自由児療育の早期化の一環として,二分脊椎に注目を促したい。 

 二分脊椎は背部の腫瘤のため出生後直ちに産科の手から脳神経外科にわたり,脊髄髄膜

瘤の閉鎖手術,水頭症に対するシャント手術を受けることになる。早期の救命的処置は滞り

なく進められるがその後の脊髄障害に関する療育は現在必ずしも円滑に行われているとは

いいがたい。しかし,最近,脳性麻痺の早期治療が軌道にのり,新生児期,乳児期での危険児

の治療が積極的に実施されている中で,二分脊推の乳児もまじって受診し,我々のクリニッ

クでも運動障害や,変形を対象に治療をする機会が多くなってきている。それなりに早期療

育の効果を感じており,整形外科的立場から乳児二分脊椎対策の一つの方向を呈示する。 


